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福岡市の西部に位置する今宿平野は、中国の史書にその名を残す糸島平野の東を

占め、歴史的にみても重要な位置にある地域です。しかし今、土地区画整理事業が

完成近く、縱横に整備された道路が走り、日々街の姿を整えつつあります。

福岡市では、工事等により現状での保存が不可能となった埋蔵文化財について、

記録による保存を図ることとし、そのための発掘調査を行ってきました。本書は、

この目的で伊都土地区画整理事業地内において実施した今宿五郎江第 11 次調査の

報告書として刊行するものです。

本報告の刊行は、関係各位の多大なご理解とご協力の結果であるとをここに記し、

心からお礼を申し上げます。また、本書が今宿平野の歴史について、理解を深める

ための資料として資するところがあれば幸いです。

平成25 年3 月22 日
福岡市教育委員会

教育長  酒 井 龍 彦
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はじめに

1 　本書は、2005（平成17）年から2006（平成18）年度にわたり、福岡市西区今宿町伊都土地区画整理事

業地内で福岡市教育委員会がおこなった、今宿五郎江第11次調査報告の1であり、調査遺構について報告

する。

2 　発掘調査は、文化財保護法57条の3（改正前）に基づく通知を受け、埋蔵文化財保存についての協議を

行った結果、福岡市都市整備局（当時）伊都区画整理事務所の依頼により、記録保存を目的として、教育

委員会埋蔵文化財課（平成24年度組織改編により移管し経済観光文化局文化財部埋蔵文化財調査課）が実

施したものである。作業は、関係各位のご理解とご協力のもと、円滑に遂行することができた。この場で

深く感謝申し上げる。

3 　発掘調査は、期間を通じて埋蔵文化財課（当時）杉山富雄が期間を通じて担当したほかに、期間の前半

を阿部泰之、今井隆博、後半を加藤良彦、加藤隆也の応援を得た。本書編集は、杉山がおこなった。

4 　出土資料および調査記録は、福岡市埋蔵文化財センターで収蔵管理し、利用に供する予定である。

凡例
1 　位置の記録は、伊都土地区画整理事業に伴い設置された基準点（日本測地系）を利用した。

2 　調査区画については、座標系の格子を利用し、表記の標準化を図った。100ｍ格子を東西10分割し、さ

らにそれを各5分割した2ｍ格子を設定した。100ｍ格子の位置は、1㎞格子を同様10分割した位置で表示

した。実際は各2桁の数字を用い、上の桁が西方向、下の桁が北方向への分割区画を示す。100ｍ格子に

｢G｣を冠して記述中でわかるものとした。

例）G46-8032は100ｍ区画46の東から8、南から10番目の10ｍ区画中で、東から3番目、南から2番

目の2ｍ格子。

3 　図中に用いる方位は国土座標の座標北であり、真北から0°19′西偏している。

4 　報告中の遺構･遺物番号は、それぞれ登録番号を用い、調査現場での記録から整理、収蔵まで一貫し

て管理し、台帳･図･日誌等関係に記載した情報と極力関連づけておくことに努めた。記述中必要に応じ

て、遺物には｢R｣、遺構には｢M｣を付した。また、遺構番号については、第10次調査の番号を引き継いで、

1201から用いることとした。

遺跡調査番号 0531 調 査 略 号 IZG-1

調 査 地 籍 福岡市西区今宿町76-1の一部、76-2、78-5、
92-2、92-5、95、97-1の一部、および98 分布地図番号 1112

工 事 面 積 130ha 調査対象面積 6,900㎡ 調 査 面 積 6,900㎡

調 査 期 間 2005（平成17）年7月8日～2006（平成18）年12月9日
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1. 発掘調査に至る経緯

　伊都土地区画整理事業　伊都土地区画整理事業は、福岡

市西部、今宿平野の東半部を対象に計画された、施工面積

約 130ha の区画整理事業である。その範囲は、高祖山麓の

丘陵末端に残る段丘部と、今津湾岸に生成した砂丘後背地

である低地とで構成された地形にある。ここでは史跡今宿

古墳群を構成する 2 基の前方後円墳および、各段丘を中心

として遺跡が分布し、周知の埋蔵文化財として登録されて

きた。

　概要試掘調査　1996（平成 8）年 11 月事業者である都市

整備局（当時）伊都区画整理事務所から、事業計画地内の

埋蔵文化財について照会（受付番号 13-1-233）があり、そ

れを受けた教育委員会埋蔵文化財課（当時）は、当該地内

の可能な地点 68 箇所について試掘調査を行い、事業実施に

先立ち埋蔵文化財の取り扱いが必要な範囲を確定した。し

かし、対象範囲が広大であったことから、その詳細についてはなお、不明な点が多かった。

　確認調査　個別の事業地、及び概要試掘調査後事業地に編入された区域については、工事工程

との調整を行いながら、必要区域について詳細な試掘（確認調査）を実施し、埋蔵文化財の範囲 ･ 内

容を確認したうえで本発掘調査に着手するという手順を踏むこととなった。

2. 発掘調査の実施

　今宿五郎江遺跡の調査　区画整理事業に伴う発掘調査は、2002（平成 14）年度から実施した。す

でに、砂丘後背地の低地では盛土が進行しつつあったなか、事業地東部の今宿五郎江遺跡を中心と

した区域から埋蔵文化財の調査を進めてゆくことになった。調査は、確認調査の結果を受け、2002

年末の今宿五郎江遺跡第 8 次調査から着手した。同年度末から今宿五郎江第 9 次調査に着手し、翌

2003（平成 15）年度末完了した。なお、この調査地の一部は、谷遺跡第 1 次地点として区分した。

　年度が開けて、今宿五郎江遺跡の中心部をめぐる位置で今宿五郎江遺跡第 10 次調査を 2004（平

成 16）年度事業として実施した。調査は翌 2005 年に及んだ。第 10 次調査を完了し、続けて遺跡

中心部を間に西側の谷に面した第 11 次地点の調査に着手した。

　今宿五郎江遺跡第11次調査　発掘調査は、2005（平成 17）年 7 月 8 日表土剥ぎから着手した。

調査では、調査区を南北 4 区に区分し、排水の都合を考慮して地形の下流側から進めたが、結果として、

調査の進行に伴い谷部の作業に大きな手数を要したため、東側の台地部が先行することとなった。谷

部の出土遺物量は膨大で、木器も大量に混じって出土した。また、下位で溝をはじめとし、予想外の

遺構も検出することとなって、調査は翌年度に及んだ。さらに調査区西側に遺構分布が広がる可能性

が生じたことから、5 区を設定、調査を行った（図 6 ～ 11）。

　調査区からすべての遺物を持ち帰り、埋め戻しを完了したのは、2006（平成 18）年 12 月 9 日である。
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図4　今宿五郎江遺跡位置図（1：50,000）

Ⅰ今宿五郎江遺跡第 11 次調査の概要
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図5　今宿五郎江遺跡第11 次地点位置図（1：2,000）

※数字は、今宿五郎江遺跡調査地点（調査次数）。
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3.今宿五郎江遺跡の立地と調査地点の地形

　今宿五郎江遺跡の立地　遺跡は、高低の台地地形上に立地する。高祖山麓から今宿平野へ伸びる丘

陵末端に分布している台地のうち、砂丘後背湿地へ最も突出した地形となる位置に今宿五郎江遺跡が

立地している。遺跡の中央は標高8ｍほどで、周囲より一段高い頂部となっている。調査により、こ

の高まりは低い鞍部を間に南西へ続き、その周囲にあって一段低く平坦な台地上に遺跡が広がってい

ることがわかってきた。なお、遺跡の西半部では、谷が深く入り込み、台地を細長く分割している。

　第11次調査地点の地形と土層　調査地は、遺跡西半部地形上に立地している。調査区内を谷が蛇

行しながら北流し、東は同じ台地上で隣接する2次地点へと続くが、その北東部は北から入り込む谷

（谷1202）により境されている（図5･6）。

　11次調査地点とその周辺は全域水田で、耕地整理が行われた結果、谷地形は完全に埋没し、北へ

向かう緩い傾斜地となっていた。現地形の基盤層は褐色粘土層で、この層は調査地外に広がり、今宿

五郎江遺跡西半部、遺跡が立地する平坦地の全域を覆うものと観察される（図12～15）。調査区北

壁で厚さ0.4～0.6ｍ。全体に変化が少なく均質である。調査区北部台地上では、これの下位に黒褐色

シルト質粘土が分布しており、古い時期の表土かと考えられる。その下が地山台地堆積層である。地

山面は変化が著しく、粘土層から砂礫層まで幅がある。第11次地点の台地部は、確認調査時の所見

から調査区内の谷筋と、第2次調査地点からの谷筋が調査区北で合流する位置まで広がるものと思わ

れる。台地部調査面の標高は、南東隅で5.6ｍ、緩く北へ下り調査区北端で標高3.2ｍとなる。

　谷部では、現地形基盤層下は、谷部を埋めた黒褐色シルト層となる。調査区北壁ではこの層下が、

本来の谷底を埋める砂礫層（13層）となる。この砂礫層以下では、遺物の出土を確認できなかっ

た。谷部で調査した遺構遺物は、両者の間に収まるものである。

４.第11次調査出土遺構･遺物の概要

　調査の全体については、先述したような状況で台地部と谷部の上部を終えた後、谷部下部の調査を

進めることとなった。

　検出遺構　今宿五郎江第11次調査で検出した遺構は、台地上と、谷部とに分けることができる。

調査で台帳に登録したものは961件、うち台地部で登録したものが大半である。また、登録した以外

に遺物の出土のない小穴が多数分布している。

　台地上では、主に谷東岸台地の北に偏って土壙群が、南に偏って柱穴が分布する。柱穴の分布域と

重なって、溝が群在する。2次調査区から伸びる溝も確認した。柱穴から掘立柱建物を復原すること

ができた。

　谷部では、調査区外から続いて溝が掘削されおり、調査区内で終わる。溝の掘削後、谷の埋没する

過程で多量の遺物が投棄されて包含層が形成され、重層的に遺存する。また、凹地、溝が形成されて

木器類ほか遺物が纏まって出土している。数は少ないが、土壙、井戸も掘削されていた。

　調査経過、遺構のまとまりから、次章以下、台地部の遺構、谷部の遺構として報告する。

　出土遺物　調査ではコンテナにして3,900箱あまりの遺物が出土した。大半が谷部の調査で出土し

た。多くは後期弥生土器で、中期、終末期弥生土器が加わる。

　さらに谷部から多数の木器を含む木質遺物が大量に出土した。その種類は、農、工、漁撈具から容

器、建築部材、武具等に及ぶ。銅製品、鉄器等の金属器もやはり谷部の出土である。また、攻玉関連

資料が、谷部付近に形成された包含層から出土した。
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図6　今宿五郎江遺跡第11 次地点全景（上方が北、谷1203 上部調査状況）
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図7　1･2 区（北から、谷1203 上部の調査）

図8　1･2 区（南から、谷1203 上部の調査）
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図11　5 区全景（北から）

図10　3･4 区の調査（北西から）
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図12　1 区北壁土層（谷1203 東岸、南西から）

図13　1 区北壁土層（東台地部、南西から）

図14　1 区谷1203 土層（谷底部断面南から）

図15　1 区北壁土層（波状の土層南西から）




